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From  theinvestigation  ofoutdoorplayin  childhood 
-The…ircumstances‖round…hildrens｝ Ⅰ   y- 

Koji｀URASE ， Masaru｛CHIAI ， MasaK     YANO 

はじめに 

体力は、 人間の発達・ 成長を支え、 人として創造的な 活動をするために 必要不可欠であ り、 「生き 

る力 」において重要な 要素であ る。 近年、 社会環境や生活様式の 変化の中、 子どもの体力の 低下が 

問題視されている。 子どもの体力低下は 体力・運動能力調査の 結果にも反映しており、 走る力、 投 

げる力、 握力などは 1985 年以降下降傾向を 示している。 

中央教育審議会答申，。 。 ， ) は、 子どもの体力低下の 原因として、 以下のものをあ げている。 

今 保護者をはじめとした 国民の意識の 中で、 子どもの覚遊びやスポーツの 重要性を軽視するなどに 

より、 子どもに積極的に 体を動かすことをさせなくなった。 

令子どもを取り 巻く環境については、 

・生活が便利になるなど 子どもの生活全体が、 日常的に体を 動かすことが 減少する方向に 変化した。 

・スポーツや 外遊びに不可欠な 要素であ る時間、 空間、 仲間が減少した。 

・発達段階に 応じた指導ができる 指導者が少ない。 

・学校の教員については、 教員の経験 べ こ足や専任教員が 少ないなどにより、 楽しく運動できるよ 

うな指導の工夫が 不 % 分との指摘があ る。 

金運動実践については、 運動する子どもと 運動をしない 子どもの二極化の 傾向にあ る。 部活動など 

で運動を日常的に 行 う 子どもの体力・ 運動能力の向上しているが、 対局に多く存在するほとんど 

運動しない子どもの 体力・運動能力は 向上していない。 

また同答申では、 スポーツや覚遊びが 減少し、 その時間が家の 中でのテレビゲームなどの 一人 遊 

び、 塾 やお稽古ごとへと 充てられ、 このような状況が 子どもの心身の 発達に対して 何らかの阻害的 

な 影響を与えることも 危惧している。 

こうした中、 平成 15 年に神奈川県では 文部科学者と 共催し、 アウトドア・マリンスポーツの 普及、 

自然とのふれあ いの理解、 体験活動を通じて 子どもたちの「生きる 力」の育成を 目的とした全国ア 

ウトドア・マリンスポーツフェアを 開催した ( 神奈川県教育委員会 2 。 。 w4)) 。 ・同イベントの 外遊び奨励 

事業の一環として、 現在の子どもの 遊びに関わる 実態と課題を 明らかにすることを 目的とした「 子 
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どもの遊びの 調査」が実施された。 

本研究では、 「子どもの遊びの 調査」のデータセットを 用い、 子どもを取り 巻く環境と最近行った 

遊びの関連から、 子どもが遊び・ 外遊びに親しむことに 対する促進要因と 阻害要因を明らかにし、 

子どもの覚遊び・スポーツ 遊びの奨励・ 促進・支援事業の 資料とすることを 目的とする。 

研究方法 

「子どもの遊びの 調査」において 収集されたデータセットを 用い、 分析を行った。 内訳は以下の 

通りであ る。 

1. データ収集期間 

平成 ¥W 年 l0 月～ lu 月 

2. 調査対象 

神奈川県内の 小学校 60 校の小学生 

4 年生 1928 人、 6 年生 1824 人 

3. 調査内容 

質問紙による 調査を行った。 質問紙内容は 以下の通りであ る。 

①性別、 同胞の数 

②スポーツクラブ 等への参加状況 ( 参加の有無、 参加内容、 活動口数 ) 

③ 塾 やお稽古ごとへの 参加状況 ( 参加の有無、 参加内容、 活動口数 ) 

①学校における 遊びの状況 ( 屋外で遊ぶ口数・ 人数、 屋内で遊ぶ口数・ 人数 ) 

⑤放課後や休みの 日の遊びの状況 ( 屋外で遊ぶ口数・ 人数、 屋内で遊ぶ口数・ 人数 ) 

⑥放課後や休みの 日に遊ぶ場所 ( 複数選択 蝸 

の 放課後や休みの 日に遊ぶ 人 ( 複数選択 吋 ) 

⑧遊びを教えてくれる 人やもの ( 複数選択Ⅲ 

⑨外遊びと室内遊びの 比較 ( どちらが好きか、 どちらが多いか ) 

⑩心や体に対する 意識 ( 体力はあ るか、 体の調子、 遊びに対する 気持ち、 仲のよい友だちの 存在 ) 

⑪最近遊んだ 遊び M48 種類の遊びの 中から選択 ) 

⑫これから実施したひ 遊び (48 種類の遊びの 中から選択 ) 

⑬外遊びに対する 意識 ( 外遊びの頻度、 外遊びが好きか、 外で遊びたくても 遊べないことがあ るか ) 

結果及び考察 

1. 最近行っている 遊びの分類 

48 種類の最近の 遊びの実施状況に 関する項目に 対して、 因子分析を行った。 ( 表 1) 回答は 48 種類 

の遊びに対して、 最近行った遊びに 0 を記入する方式であ る。 子どもの覚遊びの 調査のデータのう 

ち 、 48 種類の遊びに 関する項目に 関して欠損 値 のないデータ (n 二 3419) を使用した。 これ以後の集 

計は、 このデータセットを 用いた。 

主成分分析による 因子分析の結果、 固有値 1,00 以上の値の個数により 因子数を 10 因子とした。 プ 

ロマックス回転により 得られた構造行列から 因子負荷量を 0 ． 400 以上の項目を 因子とした。 因子の命 

名は以 ドの 通りであ る。 

第 ] 因亡 「公園㈹遊び」 
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公園の遊具による 遊びの負荷量が 高い。 

第 2 因子「球技」 

ドッジ ボ一 ル ，サッカー・ 野球など、 いわぬる球技の 負荷量が高いがテニス ，バドミントン・ 

バレーボールは 含まれていない。 

第 3 因子 巾 然の中の遊び」 

自然の中で行われる 遊びの負荷量が 高い。 

第 4 因子「道具を 使った遊び」 

竹馬・ゴムとび・ 一輪車など、 道具を使った 遊びの負荷量が 高い。 

第 5 因子「格闘技遊びなど」 

格闘技遊びと 紙飛行機飛ばしの 負荷量が高い。 

第 6 因子「室内遊び」 

TV ゲームなどが 中心の因子で 室内で行 う 遊びの負荷量が 高い。 

第 7 因子「伝承遊び」 

昔から子どもの 間でよく行われている 伝承遊びの負荷量が 高い。 

第 8 因子「高学年以降でよく 行われる遊び」 

現代において 高学年以降がよく 行っていると 考えられる遊びの 負荷量が高い。 

第 9 因子「低年齢において 行 う 伝承遊び」 

前述の伝承遊びとは 遠い低年齢で 多く行 う 伝承遊びの負荷量が 高い。 

第 10 因子「 ポ コペン・ エ スケン」 

ポ コペン・ エ スケンの 2 種類の遊びの 負荷量が高い。 

累積寄与率は 44.511% であ った。 これら 10 因子のなかで、 「公園の遊び」・「球技」・「自然の 中の遊 

び」・「伝承遊び」・「低年齢において 行 う 伝承遊び」・「 ポ コペン・ エ スケン」は屋覚で 行われる覚遊 

び ・スポーツ遊びであ ると考えられる。 また、 「道具を使った 遊び」・「格闘技遊びなど」・「高学年以 

降でよく行われる 遊び」は屋覚でも 屋内でも行われる 遊び、 「室内遊び」は 屋内で行われる 遊びであ 

ると考えられる。 

「格闘技遊びなど」については 紙飛行機飛ばしが 含まれているが、 人や物への挑戦をする 遊びと 

解釈し、 同一の要素を 含んだ因子として 命名した。 また、 「高学年以降でよく 行われる遊び」におい 

て、 構成要素の中にバレーボールが 含まれている。 団七 % 鈴は 、 小学生から高校生を 対象に子ども 

の頃 よく遊んだ遊びを 3 つ まで選択する 形で調査し遊びを 分類しているが、 バレーボールは「 高学 

年以降型」に 分類されており、 テニス、 トランプ、 おしゃべり、 読書などスポーツ 遊びと非活動的 

な 遊びによって 構成されるグループに 分類されている。 本調査で「球技」に 分類された遊びのほと 

んどが、 「中学年以降型」に 分類されており、 小学生にとってバレーボールが 他の球技とは 異質な存 

在であ ることを示唆していると 考えられる。 

これらの因子と 子どもの生活に 関する設問項目とのクロス 集計を行った。 
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表 1  最近行っている 遊びの分類 
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2. 性別と遊 び 因子との関連 

性別と遊び因子とのクロス 集計を行い、 t 検定による検定を 行った。 ( 図 1) 性別と遊び因子との 

関連では「公園の 遊び」 ( 男子 0 ． 286 、 女子 0 ・ 429 、 p く 0 ． 001)  .  「道具を使った 遊び」 ( 男子 0 ・ 107 、 友 

- チ 0 ・ 280 、 p く 0 ， 001)  . 「伝承遊び」 ( 男子 0 ． 277 、 女子 0 ． 306 、 p く 0 ・ 01)  .  「高学年以降でよく 行われる 遊 

び 」 ( 男子 0 ． 085 、 女子 0 ・ 302 、 p く 0 ． 001) . 「低年齢において 行 う 伝承遊び」 ( 男子 0 ． 019 、 女子 0 ・ 063 、 

P く 0 ・ 001) で女子の方が 有意に高い因子得点を 示す傾向にあ った。 また、 「球技」 ( 男子 0 ． 492 、 女子 
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0 ・ 281 、 p く 0 ・ 001)  . 「自然の中の 遊び」 ( 男子 0 ・ 280 、 女子 0 ・ 170 、 p く 0 ・ 001)  . 「格闘技遊びなど」 ( 男子 

0 ・ 197 、 女子 0 ・ 062 、 p く 0 ・ 001)  . 「室内遊び」 ( 男子 0 ・ 551 、 女子 0 ． 456 、 p く 0 ． 001)  . 「 ポ コペン・ エ ス ケ 

ン 」 ( 男子 0 ・ 135 、 女子 0 ・ 119 、 p く 0 ・ 05) で男子の方が 有意に高い因子得点を 示す傾向にあ った。 

男子において 有意に高い因子得点を 示した遊び因子は、 「室内遊び」以覚は 比較的活動的な 遊び 因 

子が多く、 女子においては 比較 由 り運動量の少ない 遊びが行われている。 
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検定は t 検定による 

*p く 0 ・ O5  Mp く 0 ・ 0] 

mp く 0 ・ 001 

0 0 Ⅰ 0 ・ 2 0 ． 3 0 ． 4 0 ． 5 0 ・ 6 

図 1  , 性別と遊び因子の 関連 

3. スポーツクラフ 等への参加日数と 遊 び 因子との関連 

スポーツクラブ 等への参加口数と 遊び因子とのクロス 集計を行い、 分散分析による 検定を行った。 

( 図 2) その結果、 「球技」 ( 週 3 口以上 0.531 、 週 1 ～ 2 口 0 ・ 440 、 参加無し 0 ． 302 、 p く 0 ・ 001) . 「自然の 

中の遊び」 ( 週 3 口以上 0.272 、 週 1 ～ 2 口 0 ・ 251 、 参加無し 0 ・ 192 、 p く 0 ・ 001)  . 「格闘技遊びなど」 ( 週 3 

ロ 以上 0.183 、 週 1 ～ 2 口 0 ・ 153 、 参加無し 0 ・ 096 、 p く 0 ・ 001)  .  「室内遊び」 ( 週 3 口以上 0.536 、 週 1 ～ 2 

日 0 ． 526 、 参加無し 0 ・ 478 、 p く 0 ・ 001)  . 「 ポ コペン・ エ スケン」 ( 週 3 口以上 0.154 、 週 1 ～ 2 口 0 ． 143 、 参 

加 無し 0 ． 105 、 p く 0 ． 001) では、 スポーツクラブ 等への参加口数が 多いほど因子得点が 高くなる傾向が 

見られた。 また、 「道具を使った 遊び」 ( 週 3 口以上 0 ・ 166 、 週 1 ～ 2 口 0 ・ 182 、 参加無し 0 ・ 207 、 p く 0 ・ 001) 

では、 スポーツクラブ 等への参加口数が 多いほど因子得点が 低くなる傾向が 見られた。 「高学年以降 

でよく行われる 遊び」 ( 週 3 口以上 0.192 、 週 1 ～ 2 口 0 ・ 174 、 参加無し 0 ・ 204 、 p く 0 ． 05) では、 スポーツ 

クラブ等への「参加無し」における 因子得点が最も 高く 、 次いで「 週 3 口以上」、 「 週 1 ～ 2 目」であ っ 

たし。 

「球技」・「自然の 中の遊び」・「格闘技遊びなど」・「室内遊び」・「 ポ コペン・エスケン」において、 

スポーツクラブ 等へ参加することによって、 これらの遊びにより 多く親しむようになると 考えられ 

る 。 このうち、 「球技」・「自然の 中の遊び」・「格闘技遊びなど」では 特にその傾向が 強く、 スポーツ 

クラブ等に参加することによって、 体力が向上し、 これらの比較的活発な 遊び へ 積極的に取り 組め 

るようになり、 これらの遊び へ 親しむ姿勢を 持つと考えられる。 また、 「室内遊び」についてはスポ 

ーツクラブ等のなかでできる 友だちとスポーツクラブ 以外で遊ぶ時に 一緒に行っていることが 考え 

られる。 
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「道具を使った 遊び」では、 前述の遊びと 逆の傾向が見られる。 「道具を使った 遊び」は比較的運 

動量の少ない 遊びにより構成された 因子で、 スポーツクラブ 等に通 う ことによって 体力・運動量が 

向上することにより、 これらの遊びへの 興味が減少すると 推察できる。 「高学年以降でよく 行われる 

遊び」においても「道具を 使った遊び」と 同じ傾向があ ると考えられるが、 この因子の構成要素の 

中にバレーボールが 入っているために 週 3 目以上において 因子得点が増加する 傾向が見られると 推 

察できる。 

宮下四㈱は運動する 子どもとしない 子どもの二極化の 傾向について、 スポーツクラブ 等へ通うこ 

とにより運動する 子どもができ、 運動しない子どもとの 差が大きくなっていると 述べている。 本絹 

果 においても、 スポーツクラブ 等 へ 通 う 子どもは「球技」・「自然の 中の遊び」・「格闘技遊びなど」・ 

「 ポ コペン・ エ スケン」の 4 つの活動的な 遊び因子の得点が 高くなっている。 これはスポーツクラブ   

等へ 通う中で運動をする 子どもの遊びの 特徴であ ると推察できる。 また、 「室内遊び」についても 因 

子 得点が高くなることから、 実施時間を考慮しなければ、 運動する子どもも 運動しない子どもと 同 

じ よさに、 または多く行っていると 推察できる。 

公 口の遊 び   
  一 Ⅰ 一 3 日以上 (n 臣 547) 

球 * 技     Ⅰ～ 2 日 (n 幸 Ⅰ 244) 

自然の中の遊び   
道具を使った 遊び 

検定は分散分析による 
格 曲技連 ぴ など ぽぬ   *P く O.05  冊 p く 0 ・ 01 

室内遊 び 
***                                                                                                                                   

    -@- Ⅰ ノ - 正 Ⅰ - ⅠⅠ - 二 -                                                     
ま 宙実 @ p くに 0 ・ 00 Ⅰ 

伝承遊び 
      Ⅰ 売       

高学年以降の 下 び 
紺                                                                                                                                                                                                                                     

低年齢伝承泣 ぴ     
ポ コペン・エスケン 、 Ⅹ     

  
0 0.1 0 ・ 2 0 ． 3 0 ・ 4 0 ． 5 0 ． 6 

図 2  スポーツクラブ 等への参加口数と 遊び因子の関連 

4. 塾 やお稽古ごとへの 参加日数と遊 び 因子との関連 

塾 やお稽古ごとへの 参加口数と遊び 因子とのクロス 集計を行い、 分散分析による 検定を行った。 

( 図 3)  その結果、 「球技」 ( 週 3 口以上 0.347 、 週 1 ～ 2 口 0 ・ 377 、 参加無し 0 ・ 337 、 p く 0 ・ 05)  .  「自然の中 

の遊び」 ( 週 3 口以上 0.209 、 週 1 ～ 2 口 0 ． 222 、 参加無し 0.245 、 p く 0 ． 05)  . 「格闘技遊びなど」 ( 週 3 口 以 

上 0.115 、 週 1 ～ 2 口 0 ・ 126 、 参加無し 0 ・ 150 、 p く 0 ・ 01) では、 塾 やお稽古ごとへの 参加口数が少ないほ 

ど有意に因子得点が 高くなる傾向が 見られた。 

また、 「公園の遊び」 ( 週 3 口以上 0.347 、 週 1 ～ 2 口 0 ， 376 、 参加無し 0 ． 337 、 p く 0 ． 01)  .  「道具を使っ 

た遊び」 ( 週 3 口以上 0.206 、 週 1 ～ 2 口 0 ・ 209 、 参加無し 0 ・ 158 、 p く 0 ， 001)  .  「高学年以降でよく 行われ 

る 遊び」・ ( 週 3 口以上 0.202 、 週 1 ～ 2 口 0 ． 212 、 参加無し 0 ・ 156 、 p く 0 ・ 001) では、 塾 やお稽古ごとへの 

参加口数が「 週 1 ～ 2 口」にお 、 、 て 因子得点が最も 高く 、 次いで「参加無し」、 「 週 3 口以上」であ った。 
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塾 やお稽古ごとに 通 う ロ数が多くなることによって、 「球技」・「自然の 中の遊び」・「格闘技遊びな 

ど」の因子得点が 低くなる傾向が 見られ、 塾 やお稽古ごとに 通 う ことによってこれらの 遊びを行 う 

時間が削られてしまっていると 考えられる。 これらの遊びは 時間と場所又は 人数が必要な 遊びであ 

り、 塾 やお稽古ごとに 通 う ことによりこれらの 遊びに親しむ 時間の確保が 困難になることが 直接の 

阻害要因になりやすいと 推察できる。 

また、 「公園の遊び」・「道具を 使った遊び」・「高学年以降でよく 行われる遊び」については 塾 やお 

稽古ごとへ通う 日数が週 1 ～ 2 口であ る場合に最も 高い因子得点を ボ しており、 週 3 口以上においても 

参加無しより 高い因子得点を 示している。 総務庁青少年対策本部 柳 1 は子どもの遊びの 現状と変化 

ほ ついて、 多くの子どもたちは、 ふだん放課後、 塾、 習い事等に追われ 遊ぶ暇がなく、 予定のない 

日 に友だちと遊びたいと 思っても、 友だらに予定があ ると、 - 人で家の中でテレビ、 漫画、 テレビ 

ゲームを相手に 遊ばざるを得ず、 人間関係の希薄化をもたらしていると 述べている。 しかしながら、 

本研究の結果において 週 1 ～ 2 口の塾やお稽古ごと 通いであ れば、 遊びの種類は 限定されるものの、 

促進する要因となる 傾向が確認された。 

宮 Ⅰ て ' 。 。 。 ) は 学習塾・稽古ごとへの 適塾口数が適度であ ること ( 週 1 ～ 2 口 ) は、 青年期における ア 

イデンティティ 発達にプラスに 働くと述べている。 このことからも、 週 1 ～ 2 口の塾・お稽古ごと 通 

いでは子どもの 遊びの阻害要因や 人間関係の希薄化を 招く要因とはならないのではないかと 考えら 

れる。 
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図 3  熱熱やお稽古ごとへの 参加口数と遊び 因子の関連 

5. 放課後や休みの 日に一緒に遊ぶ 人と 遊 び 因子の関連 

放課後や休みの 日に一緒に遊んでいる 人は誰かという 設問の選択肢と 遊び因子とのクロス 集計を 

行い、 t 検定による検定を 行った。 ( 表 2) 選択肢は複数回答 吋能 で、 「友だち」・「 親 」・「同胞」・「先 

生」・「 親 以外の大人」・「一人で 遊ぶ」・「その 他」であ ったが、 「先生」 (n=15) については回答数が 少 

なかったため 除外した。 



22 村瀬 浩一 - . 落合 優・矢野 正樹 

  

  

  

  

  

  

が
し
 が
影
 

。
Ⅰ
 

  

  

  

万
千
 

 
 

 
 

 
 

自
兄
 
も
 意
も
こ
 

 
 
認
し
 

の
 齢
を
 

角
 

「
 守
ユ
 

 
 

も
 

コ
 

と
 

と
有
 ど
い
 

カ
 

確
唆
 

 
 

 
 

て
 

ポ
 

密
 白
 し
 

 
 

る
 

 
 

 
 

Ⅴ
 
@
 

 
 

「
 子
 

レ
 

 
 

た
 な
 

 
 

て
 

お
 

Ⅱ
 
て
 l
l
 

）
 ）
 
因
 

意
と
 

 
 

ほ
ろ
 
。
 
有
こ
 

つ
 

し
点
 

択
得
 
な
 

 
 

 
 

 
 

こ
 0
 こ
 

し
 占
 
い
 

と
 

｜
く
｜
 

漢
子
 

5
 

尺
と
 

お
引
 
と
 

合
 ㏄
 意
 

を
因
 
因
 

 
 

び
 

」
 レ
 
要
 

 
 

大
 高
 

促
進
 

天
に
 

よ
付
 

る
だ
ぃ
 

た
高
 

 
 

 
 

て
 

し
 ち
友
な
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
 
干
珠
 

L
 
カ
 

 
 

プ
 
Ⅰ
 

親
い
 
 
 

 
 

 
 

L
 江
間
 つ
 き
 

お
 
び
 

 
 

 
 

ま
に
 
遊
 

下
 び
の
 

（
 エ
 

 
 

集
 ㈹
 
範
 

ま
卸
 

よ
 の
 
場
る
同
 

十
 

 
 

て
 

 
 

 
 

カ
 

ロ
  
 

と
 

ロ
ケ
 

ク
 ー
）
 

こ
 

 
 

。
 関 び
の
 ご
 や
こ
完
て
 定
 触
 の
 遊
コ
 

ぶ
 

の
ェ
 

 
 

遊
 

と
 

人
 

、
要
因
 
人
コ
 

大
 

の
 

外
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
 と
り
に
の
「
 内
た
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
れ
 

 
 

ン
 

で
て
 

大
 な
け
 

人
 

参
差
の
と
 

遊
に
示
 

レ
カ
 

然
ら
 

コ
 て
に
 響
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
 

2
 

3
 

4
 



子どもの遊びの 調査から 23 

駅 できる。 また「自然の 中の遊び」においては、 選択しなかった 子どもより非常に 高い因子得 

点を示しており、 親 以外の大人と 遊ぶ子どもの 最も特徴的な 面が現れていると 考えられる。 こ 

れは、 キャンプや釣りなどに 親 以外の大人が 連れて行くことや、 その経験が自然の 中の遊びに 

対する誘因となり 子どもたちだけでも 自然の中の遊びに 親しんでいることなどが 考えられる。 

5)  一人で遊ぶと 遊び因子との 関連 

選択肢「一人で 遊ぶ」と遊び 因子のクロス 集計では、 「 - 人で遊ぶ」を 選択した場合において 

「格闘技遊びなど」 (P く 0 ・ 05) . 「室内遊び」 (P く 0 ・ 001) が有意に高い 因子得点を示し、 「球技」 

(P く 0 ・ 05U については有意に 低い因子得点を ボす 傾向が見られた。 

一人で遊ぶということは、 遊ぶ仲間が必要な 遊びを行 い づらくなるため、 「球技」以覚の 遊び 

においても仲間が 必要な遊びの 因子得点は下がる 傾向があ ると考えられる。 有意差は兄られな 

いが、 「伝承遊び」・「高学年以降でよく 行われる遊び」・「 ポ コペン・ エ スケン」にこの 傾向が児 

られる。 

また、 「男の子の好む 遊び」・「室内遊び」においては、 一緒に遊ぶ 人 として一人で 遊ぶを選択 

した子どもの 方が高 い 因子得点を示した。 「室内遊び」に 関しては一人で 遊べるテレビゲーム や 

パソコンゲームなどを 含んでいるためにこの 傾向が現れたと 考えられる。 「格闘技遊びなど」に 

ついては、 この因子の構成要素に 紙飛行機飛ばしが 含まれており、 紙飛行機飛ばしを 除いた 因 

子 得点、 と選択肢「一人で 遊ぶ」とのクロス 集計では有意差は 確認できなかった。 ( 選択あ り 0 ． 135 、 

選択無し 0 ・ 125) このため、 紙飛行機 7% ばしの影響により 因子得点が高くなっている。 

表 2  放課後や休みの 日に一緒に遊ぶ 人と 遊び因子の関連 

6. 遊 ぴを教えてくれる 人やものと遊び 因子との関連 

遊びを教えてくれる 人やものは誰か・ 何かという設問の 選択肢と遊び 因子とのクロス 集計を行い、 

t 検定による検定を 行った。 ( 表 3) 選択肢は「友だち」・「 親 」・「同胞」・「先生」・「 親 以外の大人」・ 

「本や新聞」・「インターネット」・「テレビ」・「その 他」で、 複数回答 吋能 であ った。 

1) 友だちと遊び 因子との関連 

選択肢「友だち」と 遊び因子のクロス 集計では、 「友だち」を 選択した場合において「公園の 
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年齢において 行 う 伝承遊び」以覚の 遊び因子が有意に 高い因子得点を 示す傾向が見られた。 

これは、 本や新聞において 遊びが紹介されることが、 子どもたちに 遊びの知識を 与え、 遊び 

を 促進する要因につながっていると 推察できる。 

7) インターネ、 ットと 遊び因子との 関連 

選択肢「インターネ、 ット 」と遊び因子のクロス 集計では、 「インターネ、 ット 」を選択した 場合 

において「球技」 (P く 0 ・ 01) . 「自然の中の 遊び」 (P く 0 ・ 001) . 「道具を使った 遊び」 (P く 0 ． 01) . 「 格 

闘技遊びなど」 (P く 0 ・ 05)  .  「室内遊び」 (P く 0 ・ 001)  .  「高学年以降でよく 行われる遊び」 

(P く 0 ・ 01 卜 「 ポ コペン・ エ スケン」 (P く 0 ・ 05)  において有意に 高い因子得点を ボす 傾向が見られた。 

この中で、 もっとも差が 大きい遊び因子は「室内遊び」であ ったが、 これは バッ コンゲーム 

などインターネ、 ットと 直接関連する 遊びが含まれているため 考えられる。 また、 「自然の中㈹ 遊 

び」においても 高い因子得点を 示している。 これは、 現在のインターネ、 ット丘 ㈹日本語アウト 

ドア関連サイトが 70 万件以上に昇ることから 考えても、 インターネット 上でのアウトドア 関連 

の情報を容易に 入手でき、 これらの情報が 子どもの遊びに 影響を与えていると 解釈することが 

できる。 

8)  テレビと遊び 因子の関連 

選択肢「テレビ」と 遊び因子のクロス 集計では、 「テレビ」を 選択した場合において「球技」 

以外の遊び因子が 有意に高い因子得点を 示す傾向が見られた。 

NHK 文化放送研究所㎜ i によると、 2000 年の 7 一 12 歳におけるテレビ 視聴時間は刀子 2 時間 

24 分、 女子 2 時間 30 分であ る。 子どもたちにとってテレビを 見 る時間は生活の 中㈲大きな ウェ 

イト を占めており、 その中から得られた 情報が子どもたちの 遊びに多くの 影響を与えていると 

考えられる。 

表 3  遊びを教えてくれる 人と遊び因子の 関連 

ポ コペ 
ン・エス 

ケン 
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7. 放課後や休みの 日に遊ぶ場所と 遊 び 因子との関連 

放課後や休みの 日に遊ぶ場所はどこかという 設問の選択肢と 遊び因子とのクロス 集計を行い、   

検定による検定を 行った。 ( 表 4) 選択肢は、 「自分の家」・「友だちの 家」・「学校」・「公園」・「広場や 

空き地」・「児童館・ 学童クラブ」・「図書館」，「公民館」・「 山 ・ 海 ・ 川 」で複数選択可能であ った。 

1)  自分の家と遊び 因子との関連 

選択肢「自分の 家」と遊び因子のクロス 集計では、 「自分の家」を 選択した場合において「 公 

園の遊び」 (P く 0 ・ 05) . 「道具を使った 遊び」 (P く 0 ・ 001) . 「室内遊び」 (P く 0 ． 001) . 「高学年以降で 

よく行われる 遊び」 (P く 0 ・ 01) . 「低年齢において 行う伝承遊び」 (P く 0 ・ 05) が有意に高い 因子得点、 

を 示し、 「球技」 (p く 0 ・ 001) は有意に低い 因子得点を示す 傾向が見られた。 

自分の家で遊ぶことは、 「屋内遊び」に 直結すると推測でき、 自分の家で遊ぶ 子どもと遊ばな 

い 子どもの遊び 内容の違いが 因子得点の差に 現れたと考えられる。 また、 「球技」において 遊ぶ 

場所に自分の 家を選択した 子どもは選択しない 子どもに比べて 有意に低 い 値を示し、 有意差は 

ないが「自然の 中の遊び」においても 同様の傾向が 見られることは、 自分の家で遊ぶことが 外 

で 遊ばなくなることを 示唆していると 考えられる。 

2) 友だちの家と 遊び因子との 関連 

選択肢「友だちの 家」と遊び因子のクロス 集計では、 「友だちの家」を 選択した場合において 

「公園の遊び」 (P く 0 ・ 01) . 「球技」 (P く 0 ・ 05) . 「道具を使った 遊び」 (P く 0 ・ 05) . 「室内遊び」 

(p く 0 ・ 001) . 「伝承遊び」 (P く 0 ・ 001) . 「高学年以降でよく 行われる遊び」 (P く 0 ・ 001) . 「 ポ コペン・ 

エ スケン」 (P く 0 ・ 05) が有意に高い 因子得点を示す 傾向が見られた。 

この結果は 、 遊ぶ場所が同じ 屋内であ っても、 遊ぶ場所として 自分の家を選択する 場合とは 

違 う 傾向がうかがわれる。 多くの遊びでわずかではあ るが因子得点が 高くなり、 友だちの家に 

出かけ友だちと 一緒に遊ぶ事が、 室内遊びだけでなく 外遊びに親しむ 機会を作ると 考えられる。 

3) 学校と遊び因子との 関連 

選択肢「学校」と 遊び因子のクロス 集計では、 「学校」を選択した 場合において「公園の 遊び」 

(p く 0 ・ 05) . 「球技」 (P く 0 ・ 001) . 「自然の中の 遊び」 (P く 0 ・ 01) . 「格闘技遊びなど」 (P く 0 ・ 001) . 「 伝 

承 遊び」 (P く 0 ・ 05 卜 「高学年以降でよく 行われる遊び」 (P く 0 ． 05 卜 「 ポ コペン・ エ スケン」 (P く 0 ． 001) 

が有意に高い 因子得点を示す 傾向が見られた。 

このうち、 学校で遊ぶと 回答しなかった 子どもの因子得点との 差が最も大きかった 遊び因子 

が 、 「球技」であ った。 仙田 ' ㎜ ) は 子どもの遊び 空間の分類を 以下のように 行っている。 

自然スペース・ ・・・・生物が 生息しているスペース 

オープンスペース・・・ 身体的エネルギーを 発散させる 場 アスポーツ遊びを 行 う 際に必要 

道のスペース・・・・・ 集団遊び、 いわ める鬼ごっこなどが 中心に行われるスペース 

アジトスペース・     ・大人から隠れた 子どもたちの 秘密墓地ともいえるスペース 

アナーキースペース・・ 建設途中、 あ るいは う ち捨てられたスペース 

遊具スペース・・・・・ 遊びを誘発する 装置としての 遊具を中心にしたスペース 

小学校の校庭は、 遊具スペースとオープンスペースから 構成されており、 遊具を使った 遊び 

と スポーツ遊びを 行 う ことができる。 そのなかでも、 子どもたちは 放課後や休日に 学校へ出向 

いて遊ぶ場合に、 公園の代わりとしての 遊具スペースとして 使 う よりも、 子どもたちが 集まっ 

でザッヵ 一や野球など 球技をする場所として 使 う 場合が多いと 考えられる。 
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4) 公園と遊び因子との 関連 

選択肢「公園」と 遊び因子のクロス 集計では、 「公園」を選択した 場合において「低年齢にお 

いて行う伝承遊び」以覚の 遊び因子が有意に 高い因子得点を 示す傾向が見られた。 

このなかでも、 「公園の遊び」において 遊び場所として 公園を選択しなかった 子どもとの差が 

最も大きく、 次いで「球技」であ った。 「公園の遊び」は 公園の遊具遊びにより 構成された因子 

であ り、 因子得点が高くなるのは 当然であ ろう。 また、 球技についても 公園に付随している 広 

場 で行っていると 推察できる。 また、 その他の因子についても、 因子得点が高くなっているこ 

とは、 公園がそれら 遊びの場になっていること、 友だちとの交流の 場となり他の 場所の遊び へ 

の 起点となっていると 推察できる。 

5) 広場や空き地と 遊び因子との 関連 

選択肢「広場や 空き地」と遊び 因子のクロス 集計では、 「広場や空き 地」を選択した 場合にお 

いて「高学年以降でよく 行われる遊び」・「低年齢において 行う伝承遊び」以覚の 遊び因子が有 

意に高い因子得点を 示す傾向が見られた。 

このなかでも、 「球技」・「自然の 中の遊び」が 遊び場所として「広場や 空き地」を選択しなか 

った子どもとの 因子得点の差が 特に大きい。 広場や空き地は 仙田㎜ 3) の分類によると 自然スペ 

一ス 、 オープンスペース、 アナーキースペース、 アジトスペースの 要素が含まれていると 考え 

られる。 オープンスペ @ スにおいて「球技」が 行われ、 草むらや 水 たまりといった 生き物が生 

思 する自然スペース や、 空き地に存在するアナーキースペースにおいて「自然の 中の遊び」が 

行われていると 考えられる。 また他の遊び 因子についても、 広場や空き地を 選択しなかった 子 

どもとの差が 大きく、 広場や空き地が 多くの遊びが 行われる場所として 使われていることを 示 

唆しており、 子どもの覚遊びを 奨励する際に 広場や空き地の 存在の重要性が 示唆されている。 

6)  児童館・学童クラブと 遊び因子との 関連 

選択肢「児童館・ 学童クラブ」と 遊び因子のクロス 集計では、 「児童館・学童クラブ」を 選択 

した場合において、 「公園の遊び」 (P く 0 ・ 001). 「球技」 (P く 0 ． 001). 「自然の中の 遊び」 (P く 0 ・ 001)  . 

「道具を使った 遊び」 (P く 0 ・ 001) . 「格闘技遊びなど」 (P く 0 ・ 05) . 「伝承遊び」 (p く 0 ・ 001) が有意 

に高い因子得点を 示す傾向が見られた。 

児童館・学童クラブは 正式名称放課後児童健全育成事業で 学童保育を行 う 場所として全国に 

設置されている。 その活動目的は 1998 年に施行された 児童福祉法において、 授業の終了後に 児 

重厚生施設等の 施設を利用して 適切な遊び及び 生活の場を与えて、 その健全な育成を 図ること 

とされている。 神奈川県内の 児童館・学童クラブの 活動内容を紹介するとアメンボとり、 カェ 

ル ・ 色 探し、 バーベキュー、 キャンプ、 べ一ゴマ、 ケン 玉 、 野球、 S ケン 、 ロクムシ、 一輪車 

など多岐の遊びに 及んでいる。 このような活動内容に 参加することにより 子どもたちが、 多く 

の遊びに触れ、 特に「球技」・「自然の 中の遊び」・「道具を 使った遊び」・「伝承遊び」に 親しむ 

機会となっていると 推察できる。 

7)  図書館と遊び 因子との関連 

選択肢「図書館」と 遊び因子のクロス 集計では、 「図書館」を 選択した場合において「球技」・ 

「格闘技遊びなど」以覚の 遊び因子が有意に 高い因子得点を 示す傾向が見られた。 

図書館で遊ぶことが 多くの遊び因子に 影響しているよ う であ るが、 これは図書館で 得られる知識 

と 、 そこで一緒に 過ごす友人との 人間関係が遊びに 親しむことにつながっていると 推察できる。 
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8) 公民館と遊び 因子の関連 

選択肢「公民館」と 遊び因子のクロス 集計では、 「公民館」を 選択した場合において、 「道具 

を 使った遊び」・「格闘技遊びなど」・「低年齢において 行 う 伝承遊び」以覚の 遊び因子が有意に 

高い因子得点を 示す傾向が見られた。 

2003 年の文部科学者告知の 中で、 公民館は家庭教育に 関する学習機会及び 学習情報の提供、 

相談及び助言の 実施、 交流機会の提供等の 方法により、 家庭教育への 支援の充実に 努めるとさ 

れている。 その活動は、 文化・学習事業、 青少年事業、 体育事業などが 行われており、 子ども 

たちもそれらに 参加が可能であ る。 この中には、 自然体験や遊び・スポーツによる 交流も含ま 

れており、 参加している 子どもたちは 様々な遊びに 触れる機会が 多くなっていると 推察できる。 

特に、 ソフトボールやバレーボールなどは 多く実施されており、 遊び因子の中の「球技」と バ 

レーボールを 含む「高学年以降でよく 行われる遊び」の 因子得点を高めていると 推察できる。 

9)  山 ・ 海 ・ 川と 遊び因子との 関連 

選択肢「 山 ・ 海 ・ 川 」と遊び因子のクロス 集計では、 「 山 ・ 海 ・ 川 」を選択した 場合において 

「低年齢において 行 う 伝承遊び」・「 ポ コペン・ エ スケン」以覚の 遊び因子が有意に 高い因子 得 

点を示す傾向が 見られた。 

このなかでも「自然の 中の遊び」において、 回答しなかった 子どもとの因子得点の 差が非常 

に 大きかった。 これは、 山 ・ 海 ・川で遊ぶことによって 、 子どもたちが「自然の 中の遊び」に 

多く親しめることを ボ 唆している。 また、 その他の遊び 因子においても、 山 ・ 海 ・川で遊ぶ子 

どもが遊ばない 子どもより高い 因子得点を示している。 山 ・ 海 ・川のような 自然環境の中で 遊 

ぶことが、 子どもたちがいろいろな 遊びのバリエーションを 身につけ、 より活発に遊ぶことを 

示唆していると 考えられる。 

子どもの体験活動研究会 2002) は自然が豊かな 地域に住んでいる 子どもでも都市部の 子どもと 

同じくらい自然体験が 希薄であ ると述べている。 本研究では地域差に 関する検討は 行っていな 

いが、 調査対象地域であ る神奈川県は 都市部と自然が 豊かな地域が 存在するものの、 それが 原 

因 による地域差はあ まり見られないことが 推察される。 また、 身近に自然が 存在していたとし 

ても、 学校や地域によって 近づくことが 禁止され遊べない 状況が多く存在している。 そのため、 

外遊びを推進するために 子どもたちが 安全に遊べ、 解放された自然環境が 必要性であ ると考え 

られる。 
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表 4  放課後や休みの 日に遊ぶ場所と 遊び因子の関連 

「               l 高学年 l 低年齢 l   

  遊ぶれ 所     

8. 外遊び・スポーツ 遊びの多様性に 対する諸要因の 関与 

48 種類の最近遊びの 実施状況に関する 項目のうち、 外遊 

び・スポーツ 遊びであ る遊び 28 種類の遊び ( 表 5 に記載 ) の 

選択数を基準変数とし、 「スポーツクラブ 等への参加 日 

数 」・「塾や習い 事への参加口数」、 「放課後や休みの 日に一 

緒に遊ぶ 人 」の選択肢・「遊びを 教えてくれる 人やもの」の 

選択肢・「放課後や 休みの日に遊ぶ 場所」の選択肢を 説明 変 

数 として数量化 1 類による分析を 行った。 ( 図 4) 

このうち、 「放課後や休みの 日に遊ぶ場所」の 選択肢 

「 山 ・ 海 ・ 川 」が覚遊び・スポーツ 遊びに対する 数量が大 

きく ( レンジ 2.606) 、 次いで「放課後や 休みの日に遊ぶ 場 

所 」の選択肢「広場や 空き地」 ( レンジ 1.562) 、 「スポーツ 

クラブ等への 参加口数」 ( レンジ 1.422) 、 「遊びを教えてく 

れる 人 」の選択肢「 親 」 ( レンジ 1.385) 、 「放課後や休みの 

日に遊ぶ場所」の 選択肢「児童館・ 学童クラブ」 ( レンジ 

1.353) であ った。 

これらは、 外遊び・スポーツ 遊びの多様性に 対する影響 

力を示唆していると 考えられる。 山 ・ 海 ・川で遊ぶこと、 

 
 支 5  外遊び・スポーツ 遊び 
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本や新聞選択あ り 

  

l -0.5  0 0 ・ 5 l Ⅱ・ 5 2 2  .5 

図 4  外遊び・スポーツ 遊びの多様性に 対する諸要因の 関与 
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広場や空き地で 遊ぶことは外遊び・スポーツ 遊びの多様性に 対して強い促進要因となると 考えられ 

る。 また、 スポーツクラブ 等への参加、 大人と一緒に 遊ぶこと、 大人に遊びを 教えてもら ぅ ことも、 

外遊び・スポーツ 遊びの多様性に 対して促進要因となることを 示唆していると 考えられる。 

友だちにおいては 他の要因と比較してその 影響力が低い 傾向であ った。 これは、 友だちとの 関わ 

りが外遊びに 広いバリエーションにわたって 親しむことへの 強い要因ではないことを 示唆している 

と解釈できる。 従来遊びは、 地域と密接に 関わる生活の 中で子どもの 文化として受け 継がれてきた 

が 、 今日の子どもを 取り巻く状況のもとでは、 このことが必ずしも 成立せず、 子ども ( 友人 ) 同士 

の関わりだけでは、 外遊び・スポーツ 遊びの幅広い 実践が保証されないことを 示唆するものと 捉え 

ることができる 。 したがって現代において、 外遊び・スポーツ 遊びの幅広い 実践を促進するために 

は、 山 ・ 海 ・ 川 、 広場や空き地のような 自然スペースやオープンスペース・アジトスペースなどが 

含まれている 環境や、 大人の関与による 外遊びの紹介、 奨励、 支援が必要であ ると考えられる。 

9.  まとめ 

本研究の結果から 以下の知見を 得た。 

1) 性別 差 : 男子については 室内遊びとスポーツ 遊び・外遊びなど 活発な遊びを 行っており、 女 

子については 比較的運動量の 少ない遊びが 行われている 傾向が確認、 された。 

2)  スポーツクラブ 等の影響 : スポーツクラブ 等に通 う ことは、 子どもが遊びに 親しむことへの 

促進要因となり 、 特に「球技」・「自然の 中の遊び」・「格闘技遊びなど」においてその 傾向が強 

く見られる。 

3) 塾 やお稽古ごとの 影響 : 塾 やお稽古ごとへ 通 う ことは、 「球技」・「自然の 中の遊び」・「格闘技 

遊びなど」については 阻害要因となる。 また、 塾 やお稽古ごとに 通 う ロ数が 1 ～ 2 口であ れば、 

「公園の遊び」・「道具を 使った遊び」・「高学年以降でよ く 行われる遊び」に 親しむことへの 促 

進 要因となる。 

4)  一緒に遊ぶ人の 影響 : 一人で遊ぶことは、 「室内遊び」を 促進することになるが、 「球技」へ 

の阻害要因となる。 また、 誰かと一緒に 遊ぶことは多くの 遊びに親しむことに 対して促進要因と 

なり、 特に大人と遊ぶことが 遊びに親しむことへの 促進要因となっている。 さらに、 親 以外の大 

人が介在することによって、 子どもたちが 外遊び、 特に「自然の 中の遊び」 へ 親しみやすくなる。 

5) 遊びを教わる 人やものからの 影響 : 子どもたちにとって 大人から遊びを 教わることが、 多く 

の遊びに親しむことへの 強い促進要因となっている。 また、 メディアも子どもたちの 遊びに 対 

して影響を与えている。 

6)  遊ぶ場所の影響 : 自分の家以外で 遊ぶことは、 多くの遊びに 親しむ促進要因となっている。 

特に山・ 海 ・川のような 自然の中や広場や 空き地で遊ぶことは、 「自然の中の 遊び」だけでなく 

多くの外遊びに 親しむ機会を 増やしている。 また、 公園・児童館，学童クラブ・ 公民館も多く 

の 外遊びに親しむ 機会を作る場所となっている。 

7) 外遊び・スポーツ 遊びの多様性に 対する諸要因の 関与 : 山 ・ 海 ・川や広場や 公園で遊ぶこと 

が外遊び・スポーツ 遊びに親しむことへの 強い促進要因となっており、 スポーツクラブ ヘ 等 へ 

の 参加、 大人との関わりも 外遊び・スポーツ 遊びに親しむことへの 促進要因となっている。 外 

遊び・スポーツ 遊び促進には 遊び場所の整備や、 大人の関与による 外遊びへの親しむ 機会を作 

ることが必要であ ろ う 
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本 研究においては、 最近実施した 遊びの種類と 諸要因との関連について 検討を行い以上の 知兄を 

得たが、 遊び実践の程度 ( 回数、 持続時間など ) については、 検討できなかった。 この観点からの 

調査・検討が 今後の課題となろ う 。 
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